
















小児自閉症ではサーカディアンリズムの異常が存在することが指摘されており,それがセ

ロトニン系の障害と関連することが示唆されている 1)。 

このサーカディアンリズムの成立には視交叉上核が重要な役割を演じていることが,ヒト

を除く哺乳動物で明らかにされている。これまで多くの研究により,げっ歯類では視交叉上

核破壊後にサーカディアンリズムがひきつづき存続することはないことが確立されている

2-4)。視交叉上核に関してもう 1つの重要な点はこの核がセロトニン作動系の支配を受け

ているという点である 6)。このセロトニン系神経路は主として中脳の縫線核に起源してい

る。これらの事実をもととして,縫線核の手術的破壊ないしはセロトニン作動系の薬物によ

る破壊実験がこれまで精力的に行われてきている 6ー11〕｡ 

しかしながら従来行われてきた研究はすべて成熟ラットを対象としたものである。それゆ

え新生児期に与えた損傷が後の種々のリズムの発現にいかに影響を与えるかを観察するこ

とは興味深いことであり,また,小児自閉症にみられるリズムの異常の出現機序の解明の一

助となることも考えられる。 

本研究では生後 2日あるいは5日目のラットの中脳背側部を熱破壊し,離乳後 1～3週目お

よび 5 ヵ月齢に達したさいに,活動量,飲水量,血中コルチコステロンなどのリズムの観察

を行い,縫線核破壊のサーカディアンリズム発達への影響を観察した。 


